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『季節の宅配便』

平成26年8月 （Vol. 17）近畿大学附属農場だより

湯浅農場：理工学部・井田先生のバイオコークス講義（①）。製造機でバイオコークスを作製
（②）。最新技術に、みんな大興奮。まだ未熟な柑橘や、もう少しで収穫できるマンゴーを見
学（③、④）。農耕機の試乗に、男の子は大興奮（⑤）。
生石農場：導入講義、マムシの標本にふれる（⑥）。掘りたてジャガイモの土落とし（⑦）。ア
イガモにふれ、その繊細な感触にびっくり（⑧）。動植物にふれ、みんな、何か大切にしなきゃ
と得るものがあったようです。自然のおくりもの・梅にまつわる講義（⑨）と梅シロップづくり
（⑩）。採れたてトウモロコシを試食（⑪）。食べてる顔は、みんな最高！体験実習で学んだこ
とをレポートにして発表してくれました（⑫、⑬）。
今回の実習を通じ、普段、生徒さんが学校では体験できないことを体験・学習できたよ～っ
と喜びの声を頂きました．来年も待ってるで～!(^^)!
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農場に輝く，子供たちの笑顔
奈良育英中学の生徒さんが、8月1日に湯浅農場、8月2，3日に生石農場にて

体験実習をされました。
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